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対象畜種

養鶏

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、いなば農業協同組合
（オブザーバー）北陸農政局富山農政事務所、富山県高
岡農林振興センター、富山県農業技術課広域普及指導セ
ンター、小矢部市

供試品種

てんたかく　　　13.0ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物はJA乾燥施設に全量集荷（JA倉庫に籾米のまま
保管）
◆ＪＡ倉庫から農家庭先までの移送は、JAいなばが担当。
◆耕種農家庭先にて籾米のまま混合し、給与。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に7％混合し、採卵鶏に給与
調査項目：採卵個数、卵重、飼料摂取量、資料要求率

飼料用米生産面積

13.0ha

取組内容

取組の概要
卵質検査（卵殻強度、ハウユニット）
卵・成分分析
残留農薬検査

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米給与であることが分かるラベルを作成
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネル、チラシの
作成
◆アンケートの実施　等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■今までになかった流通体系なので、流通に係わる各団体
との綿密な調整が大変重要であること。
■他の食用米との区分を明確にすることが対外的にも重要
であり、今回、 JAの倉庫でフレコンで保管することが
有効であったと思われる。
■食用米との混合を避けるよう、乾燥も完全に分けて実施
したが、収穫時期が重なるため受入量の調整が大変であ
った。
■費用面の問題もあるが、できれば食用米と同様、保管は
保冷倉庫で行う必要がある。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■成分検査の結果、一般の卵と比べてカロリー・脂質は低め、
たんぱく質は高めである。
■籾を直接給餌することで農薬の影響が心配されたが、農薬
検査の結果、全項目において「不検出」であり特に影響は
なかった。
■一般のものと比べ、白身にねばりがある卵になった。

3．普及活動について、次のことが分かりました。

■昨年11月に開催の市農業祭に出店し、アンケート調
査を行ったところ、卵のパッケージについては、「新
鮮で安全・おいしいイメージがある」「かわいい」「シ
ンプルですっきりしている」等、好意的な意見が多数
寄せられた。
■飼料米って何だろう？」という表題でパネルやチラシ
を作製し、各販売会場や教育の場での利用を進めたこ
とで「小矢部市で循環型農業を進めましょう！」とい
う目標が浸透してきているようである。

富山県 小矢部市飼料用米推進協議会
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■「とれたて小矢部たまご」販売促進用パネルは、生産
者の顔が見えるよう実際に農家の顔写真が掲載されて
おり、新聞に取り上げられるなど少しずつではあるが
県内での認知度は着実に上昇している。卵自体だけで
なく、卵を使用した菓子の販売も進んでいる。

■自給率を上げる目的として有効であるため、今後条件
が揃えば、鶏だけでなく豚や牛についても同様に取り
組んで行きたい。
■普及活動の面では、贈答用及び運搬用パッケージを新
規に作製予定。
■食用米を作ることと比較して、コスト面での改善が必
要である（周辺農家とのトラブルを考えると、低農薬
栽培は可能か。補助事業が今年度 のレベルで維持さ
れていくのか。）
■幅広く取り組むためには、収穫後の保管問題を解決す
る必要がある。大量の飼料用米を個人で保管するのは
困難である。

小矢部市飼料用米推進協議会　会長　大西　義孝

4．今後の飼料用米の取組予定や問題点などについて

参考データ・写真等

「てんたかく」を稚苗移植 飼料用米作付ほ場の表示票

販売促進用チラシ

非常に嗜好性の良い飼料となった。

とれたて小矢部たまごパッケージ外観比較（左がとれたて小矢部たまご）

フレコンにて保管 タンクで一時貯留

バルク車にて攪拌

飼料の状況 卵質調査

店舗での販売店舗での販売促進用パネル設置状況

市農業祭での販売（卵を使用した料理） 市農業祭での販売（とれたて小矢部たまご）
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